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コロンビア－エクアドルへの視察訪問に関するニュース 
 

ほぼ 3 週間に渡り、総長、André-Joseph Fétis 師はコロンビアとエクアドル特別地区にあ
る私たちの共同体を訪問する機会に恵まれました。ラテンアメリカに属するこれら 2 つの
国で、マリア会は幾つかの活動を行っています：コロンビアでは 3 つの小教区と 1 つの学
校、そしてエクアドルでは 1 つの学校、1 つの社会福祉センター、そして自然保護のための
幅広い環境プロジェクトなどです。17 名の会員たちが上記の奉仕活動に携わっており、彼
らの中の一人は、ペルーのリマにあるラテンアメリカとスペインのための修練院の修練長で
す。 
 

エクアドル同様、コロンビアにおいても、信徒マリアニスト共同体とマリアニスト修道女
のしっかりした存在によってマリアニスト家族は地域に認められています。全ての人にとっ
て、これはマリアニスト家族が知られる良い機会となります。 
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この特別地区は、創設以来、社会的問題に対して敏感に対応して来ました。労働者階級と
最も恵まれない人たちとの深い関わりははっきりしています。この経験はこの両国における
私たちの存在の特に重要な部分となっています。それは、小教区において、学校において、
エクアドルのラタクンガにある「小作農民施設」で、また、7 つのシャミナード少年少女コ
ーラス隊、あるいはボゴタの「福者シャミナード小教区」で推進されている学校入学前、或
いは放課後の教育センターのような多様な教育プロジェクトに於いても示されています。正
式な教育がなおざりにされているのではなく、ラタクンガでもヒラルドー（コロンビア）で
もそれはうまくいっています。最後に、ほぼ 2000 ヘクタールの広さのエクアドルの「オト
ンガ自然保護地」は、自然保護と自然観察のために壮大な環境を提供しています。これは研
究者、生徒、そして学生たちがしばしば訪れる人気のある場所です。これらの事業を訪問す
ると、強い興味が湧き出ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エクアドル、ラタクンガのコレジオ・エルマノ・ミゲル校の生徒、 
マリア会員、汚れなきマリア修道会員とともに 

エボゴタ、福者シャミナード小教区のコミュニティの前で、 
学校支援センターの子供たちとマリア会員 
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小人数の修道者にとってのこのような活動には、課題もあります。これほど多くの必要性

と要請のただ中にあって、祈りと兄弟的生活が最も重要であることに気を配ることが必要で
す。また宣教プロジェクトとそれを実現させる方法に優先順位を付けることも必要です。生
じてくる避けがたい困難さにも関わらず、会員たちがこれらの課題に適切に対応する術を持
っているのは明らかです。このように、マリア会全体への彼らの貢献は強化されています。
私たちは、これら二つの素晴らしい国における私たちの兄弟とマリアニスト家族に、兄弟的
支援と祈りで寄り添います。 

 

福者シャミナード 
神に希望を置く：信じ－信頼し－行動する 

 
2025 年通常聖年の招集勅書（希望は欺かない：Spes non confundit）をもって、教皇フラ

ンシスコは、希望をこの聖年の中心メッセージとしたいと願っています。教皇は現在世界を
支配している恐れの風潮に対して私たちの希望を勇気つけたいと望んでいます。将来が予測
できないことに直面して、誰でも“相反する思いを抱くこともあります：信頼から恐れへ、
平穏から落胆へ、確信から疑いへ。私たちはしばしば失望した人たちと出会います。彼らは
自分に幸福をもたらしうるものなど何もないかのように、懐疑的に、悲観的に将来を見てい
ます。この聖年が、すべての人にとって、希望を取り戻す機会となりますように。” 

 
 

エクアドルのマリア会員と汚れなきマリア修道会員 
（左より）：Roberto Bordignon 士, Sr. Inès, Bruno Galas 師, Sr. Carmen, Sr. Martha, 

André-Joseph Fétis 師, Oscar Salazar 師, Sr. Teresa, Giovanni Onore 士 
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カトリック教会のカテキズム（n. 1817）が教えているように、神学的希望は、“私たちの
希望をキリストの約束に置き、自分自身の力ではなく、聖霊の恵みの助けに依り頼むことに
よって、私たちの幸福として、天の国と永遠の命を待ち望む対神徳です。約束してくださっ
たのは真実な方なのですから、告白した希望を揺るぎなくしっかり保ちましょう（ヘブライ
人への手紙、10・23）”。 

この意味で、福者シャミナードの希望は、“完全に超自然的な性質のも
のでした；なぜなら、希望の対象と動機はただ神だけに、つまり神の栄
光のために見いだすことができるからです”（Canon Henri Lelievre, 
Positio.1929, p. 618）。シャミナード神父は神への希望で満たされていま
した。というのは、彼の使徒的活動は神の栄光と魂の救いを目指してい
たからです。それ故、Henri Lebon 師は、“神の僕（シャミナード師）の
希望の徳は彼の信仰と同様に英雄的だった”と断言しているのです。彼の
モットーは“神は私たちの助け、私たちの力、他には何もありません”
（1819、あるマリアニスト院長あての書簡）であったと思われます。 
 

福者シャミナードの全生涯は、革命警察がミュシダンの学校から彼を追放し、神の計らい
で 30 才の若さでボルドーに導かれた 1791 年の時から、希望の活動でした。その時以来、私
たちは彼が神の栄光のために素晴らしい使徒的活動に着手し、神のみに信頼するのがわかり
ます：先ず、革命の恐怖政治の期間に司祭職を秘密裏に行う間に；それから彼が質素に暮ら
したサラゴサでの亡命の時に；そしてボルドー市街地の再カトリック化のために活発な運動
を立ち上げた 1800 年のフランスへの帰還にあたって。最後に、この神への揺るぎない希望
と信頼は、数々の逆境のさ中で立ち上げられた修道会創立の歴史において特別なかたちで輝
きました。神への揺るぎない希望と信頼はとても大きかったので、彼は“試練は神のみ業の
しるしだ”と繰り返すのを止めないほどでした。彼が生きなければならなかったあらゆる困
難な状況の中で（革命、迫害、秘密活動、亡命、修道会創立、彼の修道者との問題、警察と
の問題、司教との問題、債権者との問題、）、彼の顔は穏やかな心の状態を放射しており、彼
の神への全幅の信頼を表していました。 
 

私たちの創立者の希望は行動的な希望でした。福者シャミナード師はそれが神の意向であ
ると完全に納得するまでどんな仕事にも着手しませんでした；一旦納得すると、彼は全く尻
込みせず、引き下がりませんでした；彼の信頼は揺るぎませんでした。ある時、彼は次のよ
うに言いました：“神が私に命じられたと信じて私が着手した全ての事業は、最高の結果を
もたらしている事業です”。 福者シャミナードは超自然的な希望が彼の全ての弟子を導くの
を願っていました；なぜなら、恐れは私たちの人間的な力だけに信頼して、神が私たちとと
もにおられることを信じない結果だからです。 
 

彼はあるマリアニスト院長に書いています、“神があなたに一つの任務、あるいは一つの
命令を与えるたびに、神はあなたに命令と同時に恩恵をお与えになります。あなたは、神が
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あなたの弱さをご存知ない、また、神はあなたに命じたことをあなたが実行出来ないとご存
じないとでも思っていますか？ もちろん神はそれをご存じです；しかし、では、もし私た
ちがそれを出来ないと神はご存じなら、何故私たちにそうするようにお命じになるのでしょ
うか？ なぜなら、神は全能ですし、あなたを助けようと思い、あなたが全信頼を持って神
の助けを懇願する機会をお与えになったからです”（H. Lebon, SM, Positio.1929, p. 612）。 
 

シャミナード師は、深い修道精神を持っているが内気な性格の Chevaux 神父に対して、
あなたは自分に任された責務からくる意気消沈を乗り越えねばならない、と言っています：
“あなたは〔この責務に〕正式に派遣されたのではないのですか？どうしてイエスとマリア
を信頼しないのですか？”とシャミナード師は言っているからです。Lamourous 女史への霊
的指導の手紙の中で、シャミナード師は深い心理的、霊的洞察を持って彼女に書いています：
“もし神の光があなたの無価値と惨めさの底知れない深さをあなたに知らせてくださるなら、
あなたの神への信頼はあなたの助けとなります。そう、その時あなたは強くなります！”（H. 
Lebon, SM, Positio.1929, p. 614） 
 

シャミナード師の信頼は困難に直面してますます輝きました。よく知られた一つの例は、
シャミナード師に相談することなく、また、ほとんど財源の裏付けもなく、彼の秘書である
David Monier の大胆さによって実行された、1823 年のサン＝レミの広大な敷地の驚くべき
購入です。それにもかかわらず、総長シャミナード師は次のように言いながらこの既成事実
を受け入れました：“もし私たちが着手した事業が神の事業なら、何を恐れることがありま
すか？・・・神は私たちの支えです”（H. Lebon, SM, Positio.1929, p. 613）。後に、1830 年
の 7 月革命の迫害に直面して、彼は次のように断言しています：“私たちの苦労と困難さは、
私たちを失望させることからはほど遠いものであり、神の事業だと信じることに着手するの
を止めることなく私たちを勇気づけてくれるはずです”。多くの創立者たちのように、シャ
ミナード師は、神が彼に創設するよう導かれた事業を支えるために、大変な財務的困難を克
服しなければなりませんでした。この件に関して、シャミナードは創立されたばかりのマリ
ア会が契約した負債のことを大変心配していた Caillet 神父に次のように書き送っていま
す：“祈りなさい、そして摂理の計画のもとに私たちが着手していると信じる事業において、
私は摂理が命じることに決して先走りしないよう、根気よく祈りなさい”。神はこのように、
私たちがご自分に対する信頼を増大させるよう、またその恩恵への完全な信頼のうちに生き
させるために行動しておられます” （H. Lebon, SM, Positio.1929, p. 615）。最後に、福者
シャミナードにあって、神への希望と信頼は次の表現にみられるように同じです：“神の計
画を気に病むのではなく、礼拝しなければなりません”。そしてまた、“私は心配しません、
すべては神のみ手にあります”（P. Charles Demangeon, SM, Positio.1929, p. 633）。 
 

福者シャミナード神父は神への希望を人間的な賢明さ・聡明さと結び付けます；というの
は、彼の信仰は常に理性に支えられていたからです。彼は言っています、“私はどんな恐れ
も決して感じたことはなく、かえって、主に信頼してきました；私は決して意気消沈したこ
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とがなく、かえって、神の摂理を試さないように、困惑や不安なく、私たちが自分の方で出
来ることをすべて行ってきました。何故なら、私たちは自分自身のことがらではなく、私た
ちの主と聖母のことがらに関心を持っているからです”。 
 

福者シャミナード師は神へのこの信頼と希望を彼の弟
子たちに伝えました；その一例を引用します：トナンの学
校の校長で共同体の上長である、若干 22 才の汚れなきマ
リア修道会のシスター、Mother of the Holy Spirit に総
長シャミナード師は次のように書いています：“もし私た
ちが自分たちの小さな人間的計算でこのように行動する
なら、私たちは偉大なことは何も出来ないでしょうし、神
の事業に雇われるのにふさわしくないでしょう”（H. 
Lebon, SM, Positio.1929, p. 617）。それゆえに、メール・
マリー・ド・ラ・コンセプションは彼女の修道女たちに次
のように言いました：“善良なる神様が霊父シャミナード
師にどのように報いてくださっているか理解しなさい、と
いうのは、彼は神の栄光のためだけに行動しているからです。時として、彼の行動は人間的
に言って浅はかに見えますが、神は彼の事業がダメになるように見えるそのときに、それら
を成功させるよう介入されます”。福者シャミナード自身、次のことに気づいたとき、この
ことを実感しました。“私が全幅の信頼を置く神の摂理は、私たちの全ての事業において目
に見えるかたちで私たちを助けてくださいます；とはいえ、神の摂理は事前には何も助けて
くず、私たちが必要なとき、あるいは財務負債を負う適切なときに助けてくださいます；そ
れは、神の計画に従って私に十分に指し示されたことだけに私があえて着手するためなので
す”（H. Lebon, SM, Positio.1929, p. 617-618）。 
 

要約すると、福者ギョーム・ヨセフ・シャミナードは、旧体制の社会から近代的で自由な
社会への暴力的な変遷の中で、その長い人生全体を通して生きなければならなかった政治的
そして文化的変革の間に着手した彼の数多くの使徒的事業から起こってくる、無数の心配事
と問題によって試みを受けた司祭でした。彼の弟子たちの信仰を維持し、彼らの宣教事業を
強化するための福者シャミナード司牧的熱意は、彼に重い苦難もたらしました。とはいえ、
希望は永遠の至福の期待の中で彼の心を膨らませした；なぜなら、使徒パウロのように、彼
は天の栄光に全身を向けつつ、目標を目指してひたすら走ったからです（聖パウロのフィリ
ピの信徒への手紙 3・13-14）。 
 

福者シャミナードにおける希望の徳についての更に広い知識を得るために、Antonio 
Gascon の G. José Chaminade、Un hombre de Dieu, Retrato espiritual, Chapter 3: Hope: 
Believe-Trust-Act. 下記のリンクをクリックしてください（スペイン語のみ）： 
https://biblioteca.familiamarianista.es/chaminade-un-hombre-de-dios-retrato-espiritual/ 
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友情の絆を保つ 
 
12 月７日、ポーランドのマリア信心会連合と信徒マリアニスト共同体のメンバーからな

る 20 名のポーランド人巡礼者のグループが総本部を訪問しました。前者は、私たちの兄弟、
Emilio Cardenas 師と José Ignacio Iglesia 士が 15 年以上も活動していたワルシャワ・カレ
ッジの運営母体であると私たちは記憶しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
André Fétis 師の不在の中、（コロンビア訪問中）Pablo Rambaud 師が総本部共同体メン

バーと共に彼らを歓迎しました。私たちを結ぶ多くの絆のために、また巡礼者の中には専門
的に教育に携わる人たちが多くいましたので、Pablo 師自ら先の私たちの総会について概要
を紹介しました。それから彼らは共同体の礼拝堂（Alleti Center の作品）と総本部資料室を
訪れ、そこで概要説明を聞きました。これらを訪問した後、総本部の二つの共同体は聖堂に
集まり、イタリア語とポーランド語で一緒に晩の祈りを唱えました。それから彼らは快適な
軽食と打ち解けたひと時を過ごしました。集いの間、神学校共同体についての概要説明と、
ポーランドのマリア信心会連合の教育活動についての紹介がなされました。 
 

総本部への訪問、有難うございました！ 
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臨時総会中の汚れなきマリア修道会（FMI） 
 
 
 
 
 

2025 年 1 月 16 日から 29 日にかけて、FMI はローマのご受難会の家で臨時総会を開催し
ます。この総会の目的は会則を改訂することです。聖年に合わせて、総会のモットーは 

“私たちの希望の全根拠”（Tota ratio spei nostrae）で、これは 1839 年 8 月 24 日の福者
G-J シャミナードの書簡にある表現であり、私たちのカリスマにおけるマリアの特権的な役
割をほのめかしています。 

 
FMI の姉妹たちと共に、この重要な総会の成果のために熱心に祈りましょう！ 

 

私たちの木からオリーブの収穫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総本部と神学校の共同体のメンバーの職務の中に、Via Latina の庭園の管理があります。
昨年 11 月後半の写真に、オリーブを収穫している彼らの姿が見えます。191 キロのオリー
ブです、一旦オイル圧搾機を通ると、25 リッターの豊潤なオイルに変わりました。 
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2024 年 物故者名簿 
 

# Name Date Place Age Prof. Unit  

1 *Noriyuki Joseph Ikeda  Feb.  6   Tokyo  83  64  JA  

2 *Arnaldo Cantonetti  Feb. 12   Roma  87  69  IT  

3 Guillermo Suárez Álvarez  Mar. 6  Jerez de la Frontera  85  68  ES  

4 Frank Gomes   Mar. 13   Cupertino  83  64  US  

5 *Mario Rota  May 10   Condofuri  68  48  IT  

6 *Rafael Delgado Gutiérrez  May 29   Madrid  91  72  ES  

7 *Donald Cahill  Jun. 18   San Antonio  95  74  US  

8 Oscar Kerketta  Jun. 23   Odisha   52  26  IN  

9 José Ignacio Garmendia Lasa  Jun. 28   Beizama  73  55  ES  

10 John Richard Lemker  Jul. 4   Centerville  91  72  US  

11 *Álvaro Lapetra Escoriaza  Jul. 27   Santiago  80  61  LA  

12 *Akeo Luc Hiragi  Jul. 30   Tokyo  78  59  JA  

13 Gerard Sullivan  Aug. 3   San Antonio  93  73  US  

14 Aldo Formentin  Aug. 16   Roma  84  67  IT  

15 *Christian Aloysius Janson  Sep. 14   San Antonio  83  64  US  

16 Kevin R. Whelan  Sep. 27   Cupertino  83  65  US  

17 Javier Anso Bernard  Nov. 7   Madrid  76  53  ES  

18 *Timothy Dwyer  Nov. 18   San Antonio  89  70  US  

19 *Robert Alméras  Dec. 3   Pessac  85  59  FR  

20 Heliodoro Robledo Manzanares  Dec. 3   Madrid  97  64  ES  

21 *Ramón María Iceta Olaizola  Dec. 15   San Sebastián  79  61  ES  

22 DuWayne Brisendine  Dec. 18  San Antonio  89  71  US  

23 *Piero De Martini  Dec. 25  Roma  97  80  IT  
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2025 年 誓願、叙階記念者リスト 
 

February 5    
(25° ordina□on)    
*Arulappen, Ignase (IN)  
  
February 11   
(60° profession)    
*Fitzpatrick, Paul Edmund (US)  
O'Grady, Michael Patrick (US)  
  
March 15    
(50° ordina□on)    
*Müller, Leo (SU)  
  
March 19    
(50° ordina□on)    
*Madinabei□a, Jesús (ES)  
  
March 21    
(50° profession)    
Nakamura, Manabu Joseph (JA)  
*Yamasaki, Masatoshi Pierre (JA)  
  
March 22    
(50° ordina□on)    
*González, Antonio (ES)  
  
March 26    
(50° ordina□on)    
*Santacroce, Salvatore (IT)  
  
March 30    
(50° profession)    
*Rodríguez, Eduardo (LA)  
  
 

April 3  
(60° ordina□on)    
*Tonry, Patrick Joseph (US)  
*Torres, Enrique (ES)  
  
April 22    
(60° ordina□on)    
*Giraud, Patrick (FR)  
  
April 29    
(25° profession)    
*Barla, Joseph (IN)  
*Gallelli, Bhaskar (IN)  
*Savarimuthu, Xavierraj (IN)  
Tirkey, Dilip Kumar (IN)  
  
May 12    
(70° profession)    
Pelster, Heinz (OE)  
  
June 8   
(50° profession)    
*Cardone, Thomas Aquinas (ME)  
Endres, George Edward (ME)  
Gillen, Michael Joseph (ME)  
  
June 24    
(25° profession)    
Bini, Kodjo Frédéric (TO)  
Borozé, Tcha-Kebalu Jean (TO)  
Mukolo, Mbau Jean-Bosco (FR)  
Ngakonomo, Brice Octave (FR)  
Sery, Zaddy Claude Gérard (IV)  
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June 26    
(50° ordina□on)    
*Segalla, Remo (LA)  
  
July 1   
(25° ordina□on)    
*Nicolay, Francisco Javier (ES)  
  
July 29    
(25° profession)    
O□ende, Erick Odhiambo (EA)  
  
August 15    
(60° profession)    
Cirelli, Stefano (IT)  
Morris, Gary Edmund (US)  
Paleari, Norberto (IT)  
Scrivani, Lawrence Alfred (US)  
(70° profession)    
Murakami, Stanley (US)  
(75° profession)    
Bou□n, Raymond (CA)  
Metzger, Paul (US)  
  
August 22    
(60° profession)    
Eck, Gary Bernard (ME)  
*Fitz, James Francis (US)  
*Kozar, Joseph Francis (US)  
Kraszewski, Michael Joseph (US)  
Resing, Robert Clement (US)  
Thompson, Richard (US)  
  
August 25    
(70° profession)    
*Ba□ston, Dino (IT)  
*Proie□ Segnalini, Romolo (IT)  
  
 

August 28    
(60° profession)    
Arnold, Gustav (SU)  
  
September 2   
(70° profession)    
Ginner, Franz (OE)  
*Süß, Josef (OE)  
(75° profession)    
Pachinger, Friedrich (OE)  
  
September 6   
(50° ordina□on)    
*Osborne, José María (ES)  
  
September 8   
(60° profession)    
*Saglio, Ermenegildo (IT)  
(70° profession)    
*Haby, Gerald Charles (US)  
*Thompson, Thomas Anthony (US)  
*Tobin, James (US)  
 (75° profession)    
Aaron, Philip Thomas (US)  
Koch, Albert Francis (US)  
Neff, Donald Eugene (US)  
Stupka, Daniel Roy (US)  
  
September 12    
(50° profession)    
*Cortés, Miguel Ángel (ES)  
*López, José Vicente (ES)  
   
(60° profession)    
*Cárdenas, Emilio (ES)  
*Cerezo, José Joaquín (ES)  
Melón, Eduardo (ES)  
Or□z, Manuel (ES)  
Veleda, José Luis (ES)  
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(70° profession)    
Arrieta, Antonio (ES)  
*Barrio, Francisco José del (ES)  
Barroeta, Francisco María (ES)  
Gil, José María (ES)  
*Herreros, Jesús (LA)  
Marmara, Aldo (FR)  
*Otaño, Ignacio María (ES)  
*Valls, Francisco (ES)  
Villapún, José Antonio (ES)  
  
September 12    
(75° profession)    
Alonso, Francisco Javier (ES)  
Alonso, Pedro (ES)  
Zuazo, Prudencio (ES)  
  
September 21    
(80° profession)   *Ortega, Jus□no 
(ES)  
Palma, Avelino (ES)  
  
 
 

November 14    
(75° profession)    
*Cruz, Manuel (ES)  
  
December 2   
(25° ordina□on)    
*Barragán, Carlos Julio (LA)  
  
December 6   
(50° ordina□on)    
*Prieto, Manuel (LA)  
  
December 12  
(25° profession)  
*Romero, Jair (LA)  
  
December 23    
(25° ordina□on)    
*Pagnan, Péké□ Ignace (TO) 
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マリアニスト家族の予定表－2025 年 
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最近の総本部通信 

 
 訃報：19–23 号 
 12 月 4 日：‘いのちの約束’の道を歩む、3 ヶ国語で総本部から全マリアニスト修道者

に送付 
 12 月 9 日：若者の聖年のためのマリアニスト提案、3 ヶ国語で調整チームから行政単

位上長と霊生、司牧補佐に送付 
 12 月 11 日：2025 年用マリア会教育事業統計のための情報の要請、3 か国語で教育局

長、Dennis Bautista 士から行政単位の教育補佐（ラテンアメリカと日本以外）に
送付 

 12 月 21 日：マリアニスト家族世界評議会（WCMF）からのクリスマスメッセージ、3 ヶ国
語で全マリアニスト修道者に送付 

 
メールアドレスの変更 

 
John Ko士（KO）: johnko03@naver.com 

Jean-Louis Barré師 (FR): perejeanlouisbarre@gmail.com 

 

福者シャミナードへの祈りの意向 
 
私たちはこれら 2 名の病気治癒のため福者ギョーム・ヨセフ・シャミナ
ードにノベナの祈りをお願いします： 
 
Adjalo 婦人、39 才の一家の母親で卵巣がんに罹っています。11 月 25 日、
ベナンで手術を受けたが彼女の健康状態は大変深刻で、腫瘍が既に広が
り、医者はその患部を取り去ることが出来ません。これは、病気の女性
に精神的に付き添う、マリア会の Peketi Ignace Pagnan 師になされた要
望です。 
 
Evelyn、12 才の少女で攻撃的な白血病と闘っています。この要請はマリ
ア会の Dan Griffin 師から来ました。彼女の家族はマリアニスト修道者
と緊密で Kellenberg Memorial 高校家族の一部分です。 
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2025 新年おめでとう！ 
 
“見よ、新しいことを私は行う。今やそれは芽生え

ている。あなた方はそれを悟らないのか。私は荒れ

野に道を敷き、砂漠に大河を流れさせる。” 

（イザヤ 43・19） 
 
Via Latina 共同体は全てのマリアニスト家族メンバー
に幸多い新年のご挨拶を申し上げます。どうか主が私
たちを祝福してくださり、また、嵐の中の海の星であ
るおとめマリアの取り次ぎを通して私たちが、希望の
聖年の中、マリアの名で宣教活動を続ける平静さと平
和を見出すことが出来ますように。 
 


